




































































教授 助教授 助手 計
一般教養科目等 産業造形学科 １３ ７ ３ ２３
産業工芸学科 産業デザイン学科 ５ ３ ２ １０
産業情報学科 地域ビジネス学科１３ ７ ３ ２３



















































（ 改 組 前 ） （ 改 組 後 ）










専 門 教 育 ： 専 攻 ご と 専 門 教 育
a１ a２ a３ a４ b１ b２ b３ b４ a１ a２ a３ a４ b１ b２ c１ c２ c３ c４


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 度 富山県 石川県 福井県 合 計
平成９年度 ２１ ７ ２ ３０
平成１０年度 ２２ １０ ３２
平成１１年度 ２６ １６ ４２
平成１２年度 ３６ １９ ５５
平成１３年度 ４２ ２８ １３ ８３
平成１４年度 ４３ ２９ ７２
平成１５年度 ４３ ３０ １０ ８３




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































成１３年４月～ 現在に至る）／助教授 小柳津 英知
（平成１３年４月～ 現在に至る）／助教授 呉在 （平
成１３年１０月～平成１６年３月：転出）、さらに、平成１６年














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は８科目で、美術概論 日本美術史 西洋美術史 色彩
学 造形工学 地域企業経営 工学科教育法 美術科教
育法 である。地域ビジネスにおける選択必修科目は１０
科目で、地域経済分析 時事英語研究 時事中国語研究



















平面表現演習 立体表現演習 総合工芸演習 造形発想
複合造形 材料力学 人間工学 空間デザイン論 接
着 姿勢保持のデザイン 家具の製造原価計算 現代の









チ論 製品評価法 画像情報処理実習 音響情報処理実
習 インテリア材料学 構造計画論 産業デザイン史特
論 グラフィックデザイン論 グラフィックデザイン演
習 材料力学 人間工学 設計製図 空間デザイン論






経営情報 地域企業経営論 経営システム 経営戦略





ア開発 応用データベース 特定産業英語研究 検定英
語中級 欧米のニュービジネス理解 英語によるアジア




















































































































































系列 名 称 顧問教員 会員数 設立年月日 備考
文化系
１１団体
アート部 安達博文 ２２名 平成８年１１月１日 継続
茶道部 高橋誠一 ５名 昭和６２年５月１日 継続
陶芸部 横田 勝 １８名 平成１０年４月３０日 継続
軽音部 林 暁 １１名 昭和６１年６月２６日 継続
ガラス部（とんぼ玉） 前田一樹 ６名 平成１４年４月１日 継続
ラボ部 沖 和宏 １７名 平成１４年６月１日 継続
さんざし（和楽器） 森田 力 ５名 平成１４年６月４日 継続
てつそん部 長山信一 ４名 平成１３年４月３０日 継続
劇団ラスタ 渡邉雅志 ７名 平成１７年５月１９日 新規
Club －布－ 沖 和宏 １１名 平成１７年５月２４日 新規
絵本部 安達博文 ７名 平成１７年６月２３日 新規
体育系
１４団体
弓道部 矢口忠憲 １１名 平成１１年１０月２９日 継続
女子バスケットボール 吉田俊六 １１名 昭和６１年１１月１２日 継続
プール運動部 中村滝雄 ６名 平成１０年５月８日 継続
バドミントンサークル 藤田徹也 ４名 平鹿１３年５月１日 継続
バレーボール部 矢口忠憲 １５名 平成１２年４月１日 継続
ソフトテニスサークル 立浪 勝 ３名 平鹿１２年５月１２日 継続
フットサル部 三船温尚 １５名 平成１６年４月２９日 継続
野球部 藤田徹也 ４名 平鹿１４年７月１日 継続
よさこい部 澤 聡美 １１名 平成１４年５月１６日 継続
男子バスケットボール 吉田俊六 ６名 平成１６年５月１日 継続
ダンスサークル 澤 聡美 ９名 平成１６年４月１９日 継続
温泉卓球部“早（ツアオ）” 澤 聡美 ６名 平成１５年６月１７日 継続
サイクリング部 小川太郎 １８名 平成１７年５月１９日 新規
























































































































































































































回 開 始 日
研修
者数

































































































































































































































































































































































































































































































































































講師 本学栄養アドバイザ （ー管理栄養士） 森本鈴子氏
本学健康管理医 宮元芽久美





























年度 回 テーマ 講 師
１４
第１回 正しいストレッチ・
筋力トレーニングで
シィプアップ
保健管理センター
所長 立浪勝教授
第２回 劇症肝炎［肝移植］の
体験―健康の大切さ
世界移植者水泳大会
メダリスト
太田友恵氏
第３回 認知療法について 吉田病院院長
吉田秀義氏
１５
第１回 あなたはアルコール
に強い？弱い？
保健管理センター
医師
宮元芽久美講師
第２回 自分について知ろう
～自己成長エゴグラ
ムを用いて～
本学非常勤
カウンセラー
坂本美奈子氏
第３回 マンスリー ビクスで生
理痛なんて怖くない
保健管理センター
医師
宮元芽久美講師
第４回 体をほぐして、シェ
イプアップ！
産業デザイン学科
澤聡美助手
第５回 社会不安障害と軽度
うつ病の治療と対応
について
吉田病院院長
吉田秀義氏
１６
第１回 どうしよう・・・。
一人暮らしの食生活
本学栄養アドバイ
ザー 森本鈴子氏
第２回 体験する解剖学～
日常生活におけるか
らだの手入れ～
佐賀大学文化教育学
部 原田奈名子教授
第３回 Let's Challenge！
メール＆パッチで、
気軽に禁煙にチャレ
ンジしよう
保健管理センター
医師
宮元芽久美講師
第４回 からだほぐし・スト
レッチ
産業デザイン学科
澤聡美助手
第５回 未定 吉田病院院長
吉田秀義氏
表３ 小セミナー実施報告
３．業務内容
表１に保健管理センターの年間行事を示す。
１）健康管理の実施についての企画・立案
エイズ・生活習慣病・救急処置等についての講義を
行っている。
また、自由参加型セミナーとして、年２～３回栄養セ
ミナーを開催している。身近なテーマを選び、医学的な
講義と栄養学的な講義を行い、栄養士が考えた、疾患改
善を促すメニューを学生と共に調理実習している。
平成１４年度からは、少人数を対象として小セミナー
を開催している。ニーズの高い身近なテーマを選び、医
学だけでなく、心理学・栄養学・体育学の専門家の協力
を得て、健康教育を行っている。
学外者を対象として、平成１５年度には、香川大学教
育学部 小柳晴生教授をお迎えし、健康セミナーを開催
している。「ひきこもる哲学者たちへ～不登校に学ぶ豊か
さを生きる知恵～」また、シニア健康スポーツ健康大学・
シニア健康スポーツ健康教室として、公開口座も開催し
ている。
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表４ 保健管理センター利用者実人数
（人）
日常診療 健康・心理・就業相談
H１３年度
学生 ２４６ ６０
職員 ６０ ３
H１４年度
学生 ２５７ ５９
職員 ５１ １０
H１５年度
学生 ２４５ ６７
職員 ５０ ７
H１６年度
学生 ２６３ １２６
職員 ５０ ６
２）健康診断の実施及び事後措置
４月には学生定期健康診断を、６月には北陸地区国立
大学体育大会出場予定の学生を対象に特別健康診断を実
施している。５月の職員健康診断の実施補助も行ってい
る。
３）日常診療業務
傷病者の応急手当及び看護を行っている。また、他の
医療機関への紹介等も行っている。
４）健康・精神衛生に関わる相談・指導
新入生に対し医師による全員面接を実施している。定
期健康診断結果・健康調査票・エゴグラムの結果等を元
に助言・指導を行っている。
健康相談・学生相談に対し、医師・看護師・非常勤カウ
ンセラーが直接来談の他、メール等にても対応している。
５）その他
健康診断書の発行・学生の保険加入及び保険金請求な
どの事務を行っている。
４．利用状況
利用状況を表４に示す。健康・心理・就業相談は年々
増加傾向にあり、これに伴い平成１７年度からは、非常
勤カウンセラーを１名増員し、カウンセラーの複数化を
計った。
５．将来への展望
以前は、保健管理センタ （ーまたは保健室）は健康診断
や、病気になったときに訪れるところといった認識がさ
れていたが、さまざまなストレスにさらされている現代
社会においては、肉体だけでなく、こころが病んでいる
学生も非常に多い。今後カウンセラーの増員を含めて、
メンタルヘルスケアに力を入れていきたい。また、マス
メディアでさまざまな健康に関する情報が氾濫している
現在、正しい情報を選択して今後の疾病予防につなげる
ことが重要である。セミナー等を通して、さらに健康教
育を充実させていく必要がある。
（宮元芽久美）
２．１３ その他
２．１３．１ 草創期の主な出来事
１９８６．０６．２８ 高岡古城ライオンズクラブより、たぶの
木が寄贈される。
１１．２１ 工芸都市高岡‘８６クラフト展が開催される。
１１．３０ 高岡青銅会より、モニュメント「すばる」
が寄贈される。
１９８７．０３．１０ 高岡短期大学校友会が設立される。
１９８８．０１．２９ 高岡短期大学同窓会が設立される。
１９９０．０５．０１「研究交流等のための研究者紹介」が創刊
される。
顧みれば、校舎の竣工で高岡短期大学の構想が具現さ
れたのである。やがてこの斬新な校舎に第１期生を迎え
入れ、高岡短期大学が教育施設として本格的に機能し始
めた。
その後、環境（施設や樹木等）の更なる整備が進む中、
高岡短期大学は学生の就職支援態勢を打ちたて、最初の
卒業生を社会に送り出した。一方、学生たちは知識や技
能の学習に励みつつ、自治会を結成して各種の課外活動
を展開し、潤いのある学園生活の先例を作った。第１回
卒業式をもって、高岡短期大学は新設大学としてその存
在を世に示した。
また、高岡短期大学はこの草創期に、特色ある学科構
成（産業工芸学科＋産業情報学科）の教育・研究を進める
だけでなく、公開講座の開設や「研究者紹介」の創刊を
通じて、産学交流を図り、地域社会に開かれた新構想大
学としてその基礎を固めたのであった。
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願わくは、教職員みなが、今一度草創期を振り返り、
誇りを持って第２０期生を立派に育て上げて、高岡短期
大学の歴史的使命を完遂したいものである。
２．１３．２ 校友会
概況
校友会は、言わば在学生の保護者の会である。
１９８７年３月１０日、本学を軸に、在学生の保護者相互
の交流を深めつつ、学生の課外活動・就職活動を積極的
に支援することを趣旨として設立された。
以来、全体総会が毎年の初夏、本学の講堂にて開催さ
れた。会員の半数に当たる約１００名が出席して、新役員
の選出・前年度の事業報告・次年度事業計画案の議決を
行った。総会終了後、出席者中の希望者が本学主催の学
科・コース別進路懇談会に参会し、就職等に関する説明
を受け、質疑をした。以降毎年、校友会総会を兼ねて就
職に関する説明会、進路談話会を開催している。」
２．１３．３ 入学式・新入生合宿研修挙行日の変遷
入学式の挙行日は、最初の２回が４月１５日、４回目
～１３回目は４月８日（休日を除く）で、１４回目より４月
５日（休日を除く）と早くなった。それは、前期の授業を
中断せず、７月中に済ませるためであった。
新入生合宿研修は、日常と異なる環境で寝食を共にす
ることにより、学生と教職員及び学生間相互の理解と親
睦を深める目的で、毎年１泊２日の日程で実施された。
同合宿研修の実施場所は国立立山少年自然の家で、第
３回のみ国立乗鞍青年の家であった。開始日は、第１・
２・３・４回目がそれぞれ入学式の約１１ヶ月後・約２
ヶ月後・１１日後・６日後で、第５回～第１４回が入学式
の翌々日で、第１５回より翌日であった。
（入学式、新入生合宿研修等の実施日については、３．
資料集、３．３．１２を参照）。
（岡田文之助）
74
